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多成分共重合アクリレートの組成分析 
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高分子分析全般 

アクリレート, 共重合, 組成分析, NMR 

多機能パイロライザー, UA-5 

高分子材料の組成分析にNMRが用いられていますが、多成分の共重合体を分析した際にはしばしば十分な分解能が得られず、

この手法だけでは詳細な分析が困難です。この様な場合に、Py-GC法は補完的な分析手法として極めて有効です。表1に示す8

成分の共重合アクリレートの1H-NMRスペクトルを図1に示しますが、分解能が不十分であるために、各成分由来のピークが重な

り合い、同定を困難としております。一方、同一試料のPy-GC法によるパイログラムを図2に示しますが、AA以外のモノマー成分

が検出されており、さらに各ピークが完全に分離されていることが分かります。このようにＰＹ-GC法を組み合わせることにより、さ

らに詳細な分析が可能となります。 

引用： 佐藤信之、弊社主催の第２回PYセミナー,p6-6 

図2    8成分共重合アクリレートのパイログラム (試料量：0.02mg, 熱分解温度：550℃) 
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図1     8成分共重合アクリレートの1H-NMRスペクトル 
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表1   共重合アクリレートのモノマー成分とその略号 

CH2=CHCOOH   AA 

-CH=CH2     ST 

CH2=CCOOC4H9   BMA 

CH3 
｜ 

CH2=CCOOEtOH   HEMA 

CH3 

 
｜ 

 Et 

CH2=CHCOOCH2CHC4H9     2EHA 
｜ 

CH2=CCOOCH3   MMA 
｜ 
CH3 

 

CH2=CHCOOEtOH   HEA 

CH2=CHCOOC4H9   BA 


